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	主にILF3とのヘテロ二量体複合体として機能すると考えられています。この複合体は、T細胞活性化におけるIL2遺伝子の転写を制御する可能性があります。また、DNA上で安定なDNA依存性プロテインキナーゼホロ酵素複合体の形成を促進することもあります。
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	A431 細胞溶解物中の ILF2 発現のウェスタン ブロット解析。

